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(57)【要約】
　収集パウチおよび身体に取り付けるための接着ウエハ
を含む収集装具であって、該ウエハが少なくとも１つの
低弾性率裏引き層ならびにポリアルキレンオキシドポリ
マーおよび有機シロキサンを主成分とする架橋された接
着剤系を含む、収集装具。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　収集パウチおよび身体に取り付けるための接着ウエハを含む身体排出物収集装具であっ
て、該ウエハが少なくとも１つの低弾性率裏引き層ならびにポリアルキレンオキシドポリ
マーおよび有機シロキサンを主成分とする架橋された接着剤系を含む弾性接着ゲルの層を
含む、装具。
【請求項２】
　前記のポリアルキレンオキシドポリマーがポリプロピレンオキシドである、請求項１記
載の装具。
【請求項３】
　前記の接着剤のＧ*が１５０００Ｐａ未満である、請求項１または２記載の装具。
【請求項４】
　前記の接着剤のＧ*が７５００Ｐａ未満である、請求項１～３のいずれか１項記載の装
具。
【請求項５】
　前記の弾性接着ゲルが前記の裏引き層の皮膚に面する表面全体を被覆する、請求項１～
４のいずれか１項記載の装具。
【請求項６】
　前記の弾性接着ゲルが低吸収性接着剤の層を含む、請求項１～５のいずれか１項記載の
装具。
【請求項７】
　前記の低吸収性接着剤の層が前記の皮膚に面する表面上にある、請求項６記載の装具。
【請求項８】
　前記の弾性接着ゲル層が少なくとも１つの吸収性接着剤層を含む、請求項１～７のいず
れか１項記載の装具。
【請求項９】
　前記の弾性接着ゲルが吸収性の粒子を含む、請求項１～８のいずれか１項記載の装具。
【請求項１０】
　前記の吸収性の粒子が塩である、請求項９記載の装具。
【請求項１１】
　前記の吸収性の粒子が親水コロイドである、請求項９項記載の装具。
【請求項１２】
　前記の吸収性の粒子がマイクロコロイドである、請求項９項記載の装具。
【請求項１３】
　前記の吸収性の粒子が超吸収性の粒子である、請求項９項記載の装具。
【請求項１４】
　前記の吸収性接着剤層が１～５０質量％の塩を含む、請求項１０記載の装具。
【請求項１５】
　前記の吸収性接着剤層が１～４０％の超吸収性の粒子、マイクロコロイドまたは親水コ
ロイドを含む、請求項１１、１２または１３記載の装具。
【請求項１６】
　前記の弾性接着剤層の吸収性が０．０２～０．４ｇ／２時間である、請求項１～１５の
いずれか１項記載の装具。
【請求項１７】
　前記の弾性接着剤層の吸収性が０．０５～０．２５ｇ／２時間である、請求項１～１６
のいずれか１項記載の装具。
【請求項１８】
　前記の弾性接着ゲルの透過率が１００ｇ／ｍ２／２４時間超である、請求項１～１７の
いずれか１項記載の装具。
【請求項１９】
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　前記の弾性接着ゲルの透過率が２００ｇ／ｍ２／２４時間超である、請求項１～１８の
いずれか１項記載の装具。
【請求項２０】
　前記の低弾性率裏引き層がポリマー膜、被覆物、積層物、繊維製品または不織布の形態
である、請求項１～１９のいずれか１項記載の装具。
【請求項２１】
　前記の低弾性率裏引き層が２０％の伸びにおいて０．７５Ｎ/４ｍｍ未満、好ましくは
０．５Ｎ/４ｍｍ未満の力を有している、請求項１～２０記載の装具。
【請求項２２】
　前記の収集パウチが脱離可能である、請求項１～２１のいずれか１項記載の装具。
【請求項２３】
　前記の収集パウチがウエハと一体化されている、請求項１～２１のいずれか１項記載の
装具。
【請求項２４】
　前記の弾性接着ゲル層が０．３ｍｍ～２．５ｍｍの範囲の厚さを有する、請求項１～２
３のいずれか１項記載の装具。
【請求項２５】
　前記の弾性接着ゲル層が０．５ｍｍ～１．５ｍｍの範囲の厚さを有する、請求項１～２
４のいずれか１項記載の装具。
【請求項２６】
　前記の収集装具が造瘻器具である、請求項１～２５のいずれか１項記載の装具。
【請求項２７】
　前記のウエハが総面積の１０～９０％を前記の柔軟な接着剤系によって被覆されている
、請求項１～２６のいずれか１項記載の装具。
【請求項２８】
　前記の接着剤層が１種またはそれ以上の活性剤を含む、請求項１～２７のいずれか１項
記載の装具。
【請求項２９】
　前記の収集装具が造瘻器具である、請求項１～２８のいずれか１項記載の装具。
【請求項３０】
　前記の収集装具が糞便の収集装具である、請求項１～２８のいずれか１項記載の装具。
【請求項３１】
　前記の収集装具が瘻孔収集装具である、請求項１～２８のいずれか１項記載の装具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、身体への装着用および身体排出物の収集用の収集装具に関する。
【０００２】
　身体排出物収集用の収集装具、造瘻器具、創傷もしくは瘻孔廃液帯具または尿収集装具
は、通常は容器、例えば袋、パウチもしくは排出物を受け入れるための管の形態であり、
患者の皮膚に取り付けることができる接着ウエハに結合されている。このウエハは、通常
は、皮膚に面する表面上を接着剤層で被覆されている裏引き層（backing layer）の形態
であり、またこのウエハは更に身体の開口に適合する開口部を備えていることができる。
前記の開口部の大きさおよび形状は、多くの場合、患者の解剖学的構造に適合するように
個別に適合させることができる。
【０００３】
　このような装具の極めて重要な部品の１つは接着ウエハである。このウエハは、身体の
開口の周りに洩れが起きないように適合することができなければならず、また皮膚からの
意図しない脱離がないような、皮膚への良好な接着を有しているが、しかしながら、同時
にこのウエハは皮膚を損傷することなく再び取り外すことが容易でなければならない。更
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に、このウエハは、身体の動作に追随することが出来なければならず、また装着するのが
心地よくなければならない。ウエハの構成要素、接着剤および裏引き層がこれらの特性を
決定する。
【０００４】
　感圧接着剤が、長期に亘って医療用装具、たとえば造瘻器具、被覆材（dressing）（創
傷被覆材を含む）、創傷廃液帯具、瘻孔廃液帯具、尿収集用装具、整形器具および皮膚へ
の人工装具、の取り付けのために用いられてきた。
【０００５】
　このような装具の接着剤は、通常は裏引き層上に比較的に厚い層として被覆された親水
コロイド接着剤であり、そしてこの接着剤はやや固いという事実とあいまって、この装具
は可撓性でなく、また装着するのには嵩高い可能性がある。
【０００６】
　接着剤本体に水分を吸収し、そして状態が飽和した場合には水分を伝播する親水粒子ま
たは吸収剤を含む親水コロイド接着剤は、医療用装具を皮膚に取り付けるために有用な、
よく知られている感圧接着剤の群である。しかしながら、親水コロイド中での水分の保持
は、この接着剤に変化、例えば膨潤、凝集力の喪失および崩壊、を引き起こす可能性があ
る。一方で、非吸収性の接着剤は、過剰の水分を皮膚と接着剤の間に閉じ込める可能性が
あり、接着力の低下および皮膚の浸軟をもたらす。
【０００７】
　皮膚の繊細な性質のために、感圧接着剤が良好で、そして皮膚に優しい接着剤として機
能することができる範囲は狭い。一方では、この接着剤は医療用装具を皮膚に付着させな
ければならず、またこの装具は装着している間は落ちてはいけないが、また他方では皮膚
からの医療用装具の取り外しが、皮膚の損傷を引き起こしてはならない。
【０００８】
　更に、収集装具用の慣用の感圧接着剤は通常は、皮膚中に流れ込む接着剤を基にしてい
る。このことは、この接着剤を皮膚に極めて粘着性のものにしているが、しかしながらま
た接着剤が取り除かれた時に、皮膚の最上層の部分または表皮が剥がされることを意味す
る。この問題は、架橋された接着剤では存在しない、何故ならば、それらは皮膚中に流れ
込むことはできないからである。
【０００９】
　医療用途では、感圧接着剤中への高い水蒸気透過が望ましい。しかしながら、皮膚に接
触する用途に適していて、高い水蒸気透過率を備えた感圧接着剤の入手可能性は限られて
いる。慣用の吸収性感圧接着剤は、ポリマーマトリックスの低い透過性のために、接着剤
中に水を運ぶための多量の吸収性粒子を用いている。より透過性のポリマーマトリックス
を用いることによって、粒子の高充填の必要性を低減し、またより柔軟で、そして可撓性
のある、接着剤を得ることができる。
【００１０】
　皮膚への接着に現在用いられている、水蒸気透過性の感圧接着剤は、主にシリコーンお
よびアクリレートを主成分とする接着剤である。
【００１１】
　アクリレートを主成分とする感圧接着剤は通常は、溶剤を主体としており、そして毒性
の残渣および悪臭を引き起こすモノマーを含む可能性がある。これらの接着剤は、親水性
の成分、例えば水分を吸収する親水コロイドを含んでいてもよい。しかしながら、親水成
分の含量、そして従って水分の吸収は、接着剤の性質を変え、接着剤の膨潤と接着力の低
下は最も望ましくない影響である。通常は、このようなアクリレート接着剤の装着時間は
、上述の影響のために短い。
【００１２】
　シリコーン接着剤は比較的に高価であり、また比較的に低い水分透過率を有しており、
このことは通気性の点で問題を引き起こす。また、接着力は、皮膚と接着剤との間に水分
が蓄積すると低下する可能性がある。更に、シリコーンと他の有機物質（例えばポリマー
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）との相溶性は限定されており、このことは性能を増強する添加剤との混合安定性に影響
すると同様に、他の化学組成の補強物質への接着能力にも影響する。シリコーン安定剤は
医療用装具、特に創傷被覆材に用いられているが、しかしながらそれらは非常に低い水の
透過性しか有していないという欠点に悩まされている。これらの接着剤に親水コロイドを
添加することは透過性を増進させるが、しかしながらこの接着剤を固くしてしまう。一方
で、高い透過性は、あるパターンで塗ることによって達成されるが、しかしながらこのこ
とは粘着性タックを低下させ、そして漏出の危険を増大させる。
【００１３】
　収集装具用のウエハの裏引き層は通常はポリマー膜である。慣用のウエハ中で用いられ
ているこの裏引き層は比較的に固く、この中で接着剤自身は、粒子の多量の充填およびポ
リマーマトリックスの選択のせいで、固くまた硬い。容器または容器のためのカップリン
グ手段は通常は裏引き膜に溶着されるので、裏引き膜がその取り扱いに十分なほど強靭で
あることが重要であり、また選ばれる物質が溶着可能であることもまた重要である。
【背景技術】
【００１４】
　欧州特許第１４２４０８８号明細書には、シリコーン接着剤を含む造瘻器具が開示され
ている。この接着剤は主に、ウエハにパウチを結合するために用いることを意図されてい
る。皮膚への取り付けもまた言及されているが、しかしながら裏引き層の選択については
言及しておらず、また皮膚に接触するシリコーン接着剤の不透過性についても言及してい
ない。
【００１５】
　国際公開第２００６／０７５９４８号には、ストーマ帯具を皮膚に固定することを容易
にする部品が開示されている。この部品は、柔軟なシリコーンエラストマーの層で被覆さ
れたプラスチック膜を含む円盤の形態をしており、この円盤はストーマの周りに適用する
ことを意図された貫通した開口を備えている。この部品は、標準のストーマ帯具、例えば
親水コロイド接着剤を含む接着ウエハと組み合わせて用いることが意図されている。
【００１６】
　国際公開第２００６／０７５９５０号には、シリコーrン接着剤で被覆されたプラスチ
ック膜を含む薄膜被覆材が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１７】
【特許文献１】欧州特許第１４２４０８８号明細書
【特許文献２】国際公開第２００６／０７５９４８号
【特許文献３】国際公開第２００６／０７５９５０号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１８】
　従って、高い可撓性を有し、また使用者に心地よい収集装具への要求が、未だ存在して
いる。
【００１９】
　本発明は、装具が柔軟であるために患者の快適性を改善し、また患者の身体の開口の周
りの領域に発生する可能性がある皮膚の炎症または皮膚の損傷を解消する、もしくは少な
くとも大幅に低減する、身体排出物の収集装具を提供することを目的としている。
【００２０】
　本発明の１つの目的は、使用者の身体に柔らかく、そして可撓性のある付着を提供する
ことである。
　本発明の他の目的は、皮膚に優しい接着剤を備え、皮膚から取り外すのが容易で、また
痛みが少ない収集装具を提供することである。
　本発明の更に他の目的は、良好な通気性、良好な粘着性タックを備え、また洩れの危険
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性が少ない装具を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　本発明は、収集パウチおよび身体に取り付けるための接着ウエハを含む身体排出物収集
装具に関し、このウエハは少なくとも１つの低弾性率裏引き層および弾性接着ゲル層を含
んでおり、この接着剤層はポリアルキレンオキシドポリマーおよび有機シロキサンを主成
分とする架橋された接着剤系を含んでいる。
【００２２】
　身体排出物収集装具は、排出物を収集物品中に所定の時間、収集し、そして保持するこ
とができる装具を意味している。この装具の皮膚への固定は、皮膚接着剤によって得るこ
とができ、また収集は袋によって得ることができる。
【００２３】
　本発明は図面を参照することによってより詳細に開示される。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明の収集装具における柔軟な弾性ゲル型の接着剤の使用は、使用者に全く新しい特
徴を提供する。比較的に固い、親水コロイド接着剤を含む従来の接着ウエハとは対照的に
、本発明による装具は、使用者に、より大きな快適性とともに、より低い洩れの危険性を
提供することができる。驚くべきことに、このような弾性ゲル接着剤を、低弾性率の裏打
ち層とともに含む装具は、身体に優れた付着を提供することが示された。
【００２５】
　驚くべきことに、本発明による装具は、親水コロイド接着剤を含む装具と比較して、柔
軟性、可撓性、安全性および装着の快適性および良好な水分透過率を提供する。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】図１は本発明の好ましい実施態様を示している。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　従来の造瘻器具は接着ウエハを含んでおり、接着剤ウエハはやや固い。この固さは、接
着剤の性質とともに裏打ち膜の性質に由来している。腹の皮膚が、使用者の動作の間に、
伸び、曲げおよび折り曲げの形態の大きな動きに曝された時には、このウエハがこの皮膚
の動作に追随することができることが重要である。
【００２８】
　本発明の装具の接着剤層が非常に柔軟であるとの事実のために、この接着剤層は皮膚に
おける凹凸に追随し、また接着することができ、それにより開口から洩れる可能性がある
液体は接着ウエハの下を通り抜けることができない。また、本発明による装具は容易に形
造ることができ、このことは、この部品の開口部の端部が、ストーマの基部における粘膜
の炎症、絞扼または出血の危険なしに、ストーマに非常に近接して適用できることを意味
している。
【００２９】
　本発明による装具の接着ウエハは、皮膚と接着剤の間を剪断する危険性が相当に少しし
かないように、皮膚と共に伸びることができるが、この剪断は皮膚を機械的に損傷し、ま
た装具の意図せざる脱離をもたらす可能性がある。
【００３０】
　本発明による装具の更なる利点は、この装具は皮膚に粘着性があり、また皮膚から取り
外した後に再適用することができるが、これはこの装具が取り外しの間に皮膚細胞をひど
くは剥ぎ取ることがないことによるのであり、さもなければこの部品の再適用に利用可能
な接着表面を低減してしまうであろう。従来の親水コロイドを主成分とする接着剤は、取
り外した場合には、多くの皮膚細胞を剥ぎ取るので、再接着に利用可能な接着剤の表面積
は、皮膚からの脱離の後に相当に減少する。
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【００３１】
　記載した実施態様による装具の更なる他の利点は、この装具は流体と接触してもその完
全な状態を維持することである。これに関連して、この装具の開口が小さ過ぎた場合には
、その大きさをストーマに適合させるために、打ち抜きまたは切断によって開口を大きく
することができることに注目しなければならない。ストーマ袋用の慣用の固定の構成は、
しばしば、例えば螺旋形の線の形態の切断マークを与えられ、この種の適用をより容易に
している。このような大きさの適合は、ストーマの周りの皮膚の可能性のある最小限の面
積が、ストーマ袋中に収集される腸管の内容物と接触することを確実にするために重要で
ある。既に述べたように、この装具の造形性（shapeability）は、円形からは外れる可能
性があるストーマの断面形状にこの装具が適合するように、開口の形状を精細に適合させ
ることが容易であることを意味している。
【００３２】
　収集装具は身体への取り付けのために、従来は親水コロイド接着剤を供給されていた。
しかしながら、親水コロイド接着剤の欠点の１つはそれらの侵食の過敏さである。親水コ
ロイド接着剤が水分に曝された場合には、この接着剤は膨潤し、また水分を吸収する。不
幸にも、膨潤の間に接着力は低下し、そしてそれ故に洩れの危険性は増加する。透過性お
よび吸収性を促進するには親水コロイドの高充填が必要だが、しかしながら比較的に固い
製品をもたらす。この親水コロイド接着剤は、取り外す際に皮膚上で硬く、毎回細胞の層
を剥ぎ取る。
【００３３】
　しかしながら、収集装具のウエハ上の親水コロイドを、柔軟なゲル接着剤と置き換える
ことは、なすべき自明のことではない。同じ裏引き層を用いたとすれば、不良な接着をも
たらし、そしてウエハが皮膚から脱離する危険性が高い。親水コロイド接着剤の柔軟なゲ
ル接着剤への置き換えは、裏引き層の選択が再考され、そして新しい接着剤に適合された
場合にのみ成功するであろうがために、このような置き換えをより複雑なプロセスにし、
またなすべき自明のことではなくしている。
【００３４】
　しかしながら、裏引き層の変更もまた実行するのが単純なことではなく、装具の他の性
質、例えば装具の、例えば溶着した場合の、他の成分との相溶性、同様に装具の透過性お
よび可撓性、にも影響する可能性がある。
【００３５】
　本発明の装具の裏引き層は、好ましくはポリマー膜、被覆物、積層物、繊維製品もしく
は不織布の形態である。この裏引き層は、好ましくは高度に可撓性の膜であり、例えばカ
ップリングおよび／またはパウチの取り付け、およびこの装具の無傷での取り外すのに十
分に強く、しかしながら身体の動作に追随するのに十分に柔軟である。
　好ましい裏引き層はポリウレタン膜である。
【００３６】
　好ましくは、裏引き層は熱可塑性要素を有しており、それが例えばパウチもしくはカッ
プリング環を接着ウエハへ溶着するのを可能にしている。裏引き層の好ましい厚さは、接
着ウエハの柔軟性を維持するために１０～６０μｍの範囲である。
【００３７】
　本発明の装具は、柔軟でありまた装着するのが快適であり、良好な粘着性タックを有し
ているが、しかしながら更に取り外しが容易で、また穏やかであり、そして水分の透過性
があり、従って親水コロイド接着装具の欠点を克服している。このゲル接着剤は侵食に耐
え、そして水分に曝された場合にそのタックを緩めない。
【００３８】
　本発明の装具は、ポリアルキレンオキシドおよび有機シロキサンを主成分とする架橋さ
れた接着剤系を含むゲル接着剤と低弾性率の表面との独特の組み合わせのために、柔軟で
、快適であり、また可撓性がある。この柔軟な構成が、傷、凹凸および皮膚のひだおよび
低弾性率の皮膚ウエハへの容易な適応を促進する。この装具は、極度の可撓性のために最
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小限の痛みで取り外すことができ、また皮膚細胞は剥ぎ取られるがことなく、そして従っ
て皮膚の外傷がなく取り外すことができる。この柔軟なゲル接着剤は、使用の間に幅広の
引き剥がしの前線（front）と良好な強さを有している。接着剤の再配置もまたタックの
損失なしに可能である。この接着剤は侵食に抵抗力があり、また高い水分透過率および所
望による無機吸収剤（mineral absorbers）の使用のために良好な水容量（water capacit
y）を有している。
【００３９】
　本発明の接着剤は、ここに含む技術を用いて測定した時に、好ましくは０．０１Ｈｚで
１５０００Ｐａ未満、好ましくは７５００Ｐａ未満のＧ*を有している。このことは、こ
の接着剤が、皮膚に収集装具を取り付けるのに用いられる慣用の接着剤系よりも相当に柔
軟であることを意味している。
【００４０】
　また、接着ウエハが身体の動作に追随するためには、柔軟な裏引き層が好ましい。本発
明による装具の裏引き層は、ここに記載した技術を用いて測定した時に、２０％伸びで好
ましくは０．７５Ｎ／４ｍｍ未満の力、好ましくは０．５Ｎ／４ｍｍ未満の力を有してい
る。
【００４１】
　低弾性率の裏引き層は、ここに記載した技術を用いて測定した時に、２０％伸びで好ま
しくは０．７５Ｎ／４ｍｍ未満の力、好ましくは０．５Ｎ／４ｍｍ未満の力を有している
裏引き層を意味している。
【００４２】
　本発明の装具の重要な性質は、用いられる柔軟なゲル接着剤の接着力が、装具の装着時
間の間に、時間とともに変化しないか、または時間と共にほんの僅かしか変化しないこと
である。
【００４３】
　裏引き層の皮膚に面する表面全体が、ポリアルキレンオキシドポリマーおよび有機シロ
キサンを主成分とする架橋された接着剤系を含む弾性の接着ゲルで被覆されていることが
好ましい。これによって、柔軟なウエハが得られる。本発明の１つの態様では、柔軟なゲ
ル接着剤は、ウエハの周辺部またはウエハの中心部のみを被覆していてもよい。このよう
なウエハは、総面積の１０～９０％を柔軟な接着剤系によって被覆されており、また残り
を慣用の造瘻型接着剤で被覆されていてもよい。
【００４４】
　弾性の接着剤ゲルは低吸収性接着剤の層を含んでいてもよい。この接着剤層は２種また
はそれ以上の異なる性質を備えた接着剤の積層物の形態であることができる。異なる性質
とは、例えば吸収、透過性または機械的性質を意味する。最初の接着剤層は吸収性であり
、一方で第２の層は低吸収性であることができる。接着剤の吸収性は、接着剤中に吸収性
物質を、例えば吸収性粒子もしくは塩の形態で、混合することによって得ることができる
。
【００４５】
　低吸収性接着剤層が皮膚に面する表面上にあることが好ましい。低吸収性接着剤層の薄
層を皮膚に直面させ、裏引き層に面する吸収性の接着剤の他の層と組み合わせることで、
皮膚から、そして吸収層へと水分を運ぶことができる皮膚に優しい皮膚への固着を提供す
る。
【００４６】
　低吸収性とは、ここで定義するように、８％未満、好ましくは４％未満の水吸収能力を
意味している。
【００４７】
　本発明の装具に用いられる接着剤は、連続ポリマー層の高い水蒸気透過速度を有してお
り、好ましくはここに定義するように、１００ｇ／ｍ２／２４時間超のＭＶＴＲを有して
おり、このことはこの装具を通気可能とし、また非常に皮膚に優しくする。この接着剤の
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高い水分透過性は、医療用装具が皮膚上に長期間、例えば数日間装着されなければならな
い場合に特に有利である。
【００４８】
　ここで用いられる架橋は、高分子（ポリマー鎖構造）中の小領域であって、そこから２
本超の鎖が出ている小領域を意味している。
【００４９】
　本発明の装具の接着剤層は、ポリアルキレンオキシドポリマーおよび有機シロキサンを
主成分とする架橋された接着剤系を含んでいる。
【００５０】
　本発明の１つの実施態様では、この装具の接着剤層は、付加反応触媒の存在下で行なわ
れる、
（ｉ）１つまたはそれ以上の不飽和末端基を有するポリアルキレンオキシドポリマーおよ
び、
（ｉｉ）１つまたはそれ以上のＳｉ－Ｈ基を含む有機シロキサン、
の反応生成物を含んでいる。
【００５１】
　本発明の他の実施態様では、この装具の感圧接着剤組成物は、９０質量％超の、３個ま
たはそれ以上の炭素原子を有する重合アルキレンオキシド部分からなるポリアルキレンオ
キシドポリマーを含んでいる。
【００５２】
　本発明の他の実施態様では、この装具の接着剤組成物は、付加反応触媒の存在下で行な
われる、
（ｉ）２つ以上の不飽和末端基を有するポリアルキレンオキシドポリマー（９０質量％超
のポリアルキレンオキシドポリマーが、３個またはそれ以上の炭素原子を有する重合アル
キレンオキシド部分からなる）
（ｉｉ）３つまたはそれ以上のＳｉ－Ｈ基を含むポリシロキサン架橋剤、および場合によ
っては、
（ｉｉｉ）２以下のＳｉ－Ｈ基を含むポリシロキサン鎖延長剤、の反応生成物を含んでい
る。
【００５３】
　本発明の好ましい実施態様では、この付加反応触媒はＰｔビニルシロキサン錯体である
。
【００５４】
　本発明の好ましい実施態様では、このポリアルキレンオキシドポリマーはポリプロピレ
ンオキシドである。
【００５５】
　本発明の更に好ましい実施態様では、前記の反応生成物中のポリアルキレンオキシドの
質量％は６０％以上である。
【００５６】
　１つまたはそれ以上の不飽和基を有するこのポリアルキレンオキシドポリマーは、分岐
していても、または直鎖でもよい。
【００５７】
　しかしながら、好ましくは、このポリアルキレンオキシドポリマーは直鎖であり、また
２つの不飽和末端基を有している。
【００５８】
　本発明の１つの好ましい実施態様では、このポリアルキレンオキシドポリマーはポリプ
ロピレンオキシドである。
【００５９】
　不飽和末端基を有するポリプロピレンオキシドは、下記の式の化合物であることができ
る。
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　CH2=C(R
1)-(Z)-O-(X)n-(W)-C(R

2)=CH2　 (Ia) 
または、
　CH(R1)=CH-(Z)-O-(X)n-(W)-CH=CH(R

2)　 (Ib)
　ここで、Ｒ１およびＲ２は独立して水素およびＣ１－６アルキルから選ばれ、Ｚおよび
ＷはＣ１－４アルキレン、Ｘは－（ＣＨ２）３－Ｏ－または－ＣＨ２－ＣＨ（ＣＨ３）－
Ｏ－、またｎは１～９００、より好ましくは１０～６００、もしくは最も好ましくは２０
～６００である。
【００６０】
　不飽和末端基を有するポリアルキレンオキシドの数平均分子量は、好ましくは５００～
１０００００の範囲、より好ましくは５００～５００００の範囲、そして最も好ましくは
１０００～３５０００の範囲である。
【００６１】
　不飽和末端基を有するポリプロピレンオキシドは、米国特許第６２４８９１５号明細書
および国際公開第０５／０３２４０１号に記載されているように、またはそこに記載され
ている方法に類似して調製することができる。他のポリアルキレンオキシドポリマーは同
様に調製することができる。
【００６２】
　３またはそれ以上のＳｉ－Ｈ基を含むポリシロキサン架橋剤は、下記の式を有する化合
物であることが好ましい。
　　R-SiO(R,R)-(SiO(R,R))m-Si-(R,R,R)　 (II）
　ここで、Ｒ基の少なくとも３つは水素であり、またＲ基の残りはそれぞれ独立してＣ１

－１２アルキル、Ｃ３－８シクロアルキル、Ｃ６－１４アリールおよびＣ７－１２アリー
ルアルキルから選ばれ、またｍは５～５０、もしくは好ましくは１０～４０である。ＧＰ
Ｃで測定された数平均分子量は、好ましくは５００～３０００である。
【００６３】
　１種またはそれ以上の式（ＩＩ）の架橋剤を架橋反応に用いることができる。
【００６４】
　本発明の１つの実施態様では、１種またはそれ以上の、３つまたはそれ以上のＳｉ－Ｈ
基を含む式（ＩＩ）の架橋剤および、２以下のＳｉ－Ｈ基を含むポリシロキサン鎖延長剤
の混合物が架橋反応に用いられる。
【００６５】
　ポリシロキサン鎖延長剤は好ましくは下記の式を有する化合物である。
　　R3-SiO(R3,R3)-(SiO(R3,R3))m-Si-(R

3,R3,R3)　 (III)
　ここでＲ３基の２つ以下は水素であり、またＲ３基の残りはそれぞれ独立して、Ｃ１－

１２アルキル、Ｃ３－８シクロアルキル、Ｃ６－１４アリールおよびＣ７－１２アリール
アルキルから選ばれ、またｍは０～５０である。ＧＰＣで測定される数平均分子量は、好
ましくは２００～６５０００の範囲、最も好ましくは２００～１７５００の範囲である。
【００６６】
　ここで用いられるＣ１－１２アルキルは、１～１２個の炭素原子を有する直鎖もしくは
分岐アルキル基を意味し、Ｃ１－８アルキルは、１～８個の炭素原子を有する直鎖もしく
は分岐アルキル基を意味し、またＣ１－６アルキルは、１～６個の炭素原子を有する直鎖
もしくは分岐アルキル基を意味しており、例えばメチル、エチル、プロピル、イソプロピ
ル、ブチル、ペンチルおよびヘキシルである。
【００６７】
　ここで用いられるＣ１－４アルキレンは、１～４個の炭素原子を有する直鎖もしくは分
岐の二価のアルキレン基を意味し、例えばメチレン、エチレン、プロピレン、イソプロピ
レン、ブチレンおよびイソブチレンである。
【００６８】
　ここで用いられるＣ３－８シクロアルキルは、３～８個の炭素原子を有するシクロアル
キル基を意味しており、例えばシクロペンチルおよびシクロへキシルである。
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【００６９】
　ここで用いられるＣ６－１４アリールは、フェニルもしくはナフチル基を意味し、場合
によってはＣ１－６アルキルで置換されており、例えばトリルおよびキシリルである。
【００７０】
　ここで用いられるＣ７－１２アリールアルキルは、Ｃ１－６アルキル基に結合したアリ
ールを意味し、Ｃ１－６アルキルとアリールは上記で定義した通りであり、例えばベンジ
ル、フェネチルおよびｏ－メチルフェネチルである。
【００７１】
　式（ＩＩ）の化合物および式（ＩＩＩ）の化合物で、水素ではないＲ基およびＲ３基は
、好ましくはそれぞれ独立してＣ１－６アルキル、Ｃ６－１４アリールまたはＣ７－１２

アリールアルキルの群の一員から選ばれる。
【００７２】
　Ｓｉ－Ｈ基は、式（ＩＩ）の化合物のいずれの末端に位置していてもよい。しかしなが
ら、少なくとも１つのＳｉ－Ｈ基は、好ましくは式（ＩＩ）の化合物の－（ＳｉＯ（Ｒ３

，Ｒ３））ｍ－鎖の中に位置している。
【００７３】
　ポリシロキサン架橋剤および鎖延長剤は、日本特許出願第２００２－２２４７０６号お
よび国際公開第０５／０３２４０１号に記載されているように、またはそこに記載された
方法に類似して調製することができる。
【００７４】
　付加反応は、その最も単純な表現では、元素もしくは化合物の原子が、有機化合物中の
二重結合または三重結合と、これらの結合の１つを開き、そしてそれに結合することによ
って１つの大きな化合物を形成する化学反応である。付加反応は多重結合した原子を有す
る化合物に限定される。ヒドロシリル化は、例えば化合物中の炭素－炭素二重結合と水素
シロキサンからの反応性水素との間の付加反応である。
【００７５】
　好ましい付加反応触媒は、いずれかのヒドロシリル化触媒、好ましくは白金（Ｐｔ）触
媒である。２成分シーラントの第１の部分としてのＰｔ触媒が米国特許第６２４８９１５
号明細書に記載されている。潜在毒性を考慮すると、Ｐｔの原子価状態が０であるＰｔ錯
体触媒が好ましい。好ましい触媒は、白金ビニルシロキサンおよび白金オレフィン錯体、
例えばＰｔ－ジビニルテトラメチルジシロキサンである。
【００７６】
　この反応は、好ましくは、２５℃～１５０℃の範囲の温度で、希釈なしで実施される。
この反応には溶媒を用いることは必要ではなく、このことはいずれの接着剤にとっても利
点であるが、しかしながら特に皮膚用途では利点である。
【００７７】
　好ましくは、ポリシロキサン架橋剤中の反応性Ｓｉ－Ｈ基の数の、ポリプロピレンオキ
シド中の不飽和基（反応条件の下でＳｉ－Ｈ基と反応性である）の数との比率は、０．２
～１．０の範囲である。
【００７８】
　架橋に用いられるポリシロキサンの量は、不飽和末端基を有するポリアルキレンオキシ
ドポリマーの量の、好ましくは１５質量％未満であり、またより好ましくは１０質量％未
満である。
【００７９】
　この架橋反応は、全てのポリアルキレンオキシドポリマーの完全な架橋をもたらすので
はない。この接着剤は、架橋された、および非架橋のポリアルキレンポリマー混合物を含
んでいる。
【００８０】
　本発明による装具の感圧接着剤組成物は、接着剤組成物用の他の慣用の成分、例えば粘
着付与剤、増量剤（extenders）、非反応性ポリマー、オイル（例えば、ポリプロピレン
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オキシド、エチレンオキシド－プロピレンオキシド共重合体、鉱物油）、可塑剤、充填剤
および界面活性剤、を含んでいてもよい。また、この接着剤は薬剤活性のある成分を含ん
でいてもよい。これらの所望による成分は、架橋反応の間に反応混合物中に存在していて
もよい。
【００８１】
　弾性接着ゲルが吸収性粒子を含むことが有利である可能性がある。この粒子は、この接
着剤が皮膚から水分を吸収するために、吸収性物品、例えば無機塩、親水コロイドまたは
超吸収剤であることができる。
【００８２】
　吸収性粒子の好ましい粒子径は、裸眼ではより見え難く、そしてより見た目がよいよう
な微小粒子である。粒子径の上限は、この接着剤の最も小さい寸法の長さである。従って
、３００μｍ厚の接着剤は３００μｍ超の直径をもつ粒子を含んでいてはならない。吸湿
性の粒子は凝集する傾向にあり、またこの効果は粒子径の減少に伴って増大するであろう
。
【００８３】
　従って、好ましい粒子径は１０～３００μｍとなる。また、この粒子は、微小粒子の凝
集を低減させるように抗凝集剤を含むことができる。
【００８４】
　マイクロコロイド粒子もまた混合することができる。マイクロコロイド粒子は当技術分
野で、例えば国際公開第０２／０６６０８７号によりよく知られており、これにはマイク
ロコロイド粒子を含む接着剤組成物が開示されている。このマイクロコロイド粒子は、２
０μｍ未満の粒子径を有することができる。
【００８５】
　塩が、本発明の装具に用いられる疎水性コロイド接着剤のようなイオン不透過性マトリ
ックスの中に含まれるのであれば、塩は吸収剤としての使用に有利であることができる。
塩化ナトリウムのような特定の塩は、皮膚温度で約７５％の平衡蒸気圧を有しており、そ
して蒸気圧の差のために、皮膚および排出物からの水を吸収する。
【００８６】
　本発明の好ましい実施態様では、この接着剤は無機塩の粒子を含んでいる。この塩は、
１～５０質量％の量で、より好ましくは５～３０質量％の量で存在することができる。
【００８７】
　本発明の１つの実施態様では、この接着剤は非吸収性粒子を含んでおり、その存在はこ
の接着剤のレオロジー特性を変えることができる。
【００８８】
　吸収性接着剤層は、１～４０質量％の親水コロイド（ＨＣ）もしくは超吸収性粒子（Ｓ
ＡＰ）の粒子、より好ましくは５～３０質量％の粒子を含んでいてもよい。
【００８９】
　本発明の装具は、ここに含めた方法を用いて測定して、０．０１～０．１ｇ／ｃｍ２、
より好ましくは０．０１～０．７５ｇ／ｃｍ２の接着剤の吸収性を有していることができ
る。
【００９０】
　収集パウチは、接着ウエハからカップリングシステムによって脱離可能であってよく、
またこのパウチとウエハはウエハと、例えば溶着によって、一体化されていてもよい。こ
の２つの異形は、造瘻用のワンピースまたはツーピース器具として知られている。
【００９１】
　装着の間に端部が巻き上がるのを避けるために、ウエハの端部を傾斜させることが有利
である可能性がある。
【００９２】
　本発明の実施態様では、収集装具は造瘻器具である。
【００９３】
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　本発明の他の実施態様では、収集装具は糞便の収集装具である。
【００９４】
　本発明の他の実施態様では、収集装具は瘻孔収集装具である。
【００９５】
好ましい実施態様の記載
　本発明はここに本発明の好ましい実施態様を示す図面を参照してより詳細に説明される
。
【００９６】
　図１には本発明の好ましい実施態様が示されている。この装具は接着ウエハ（１）を含
み、その上に身体排出物を受け入れるための収集パウチ（２）が搭載されている。このウ
エハは、裏引き層（３）を含み、これにパウチ（２）が、溶着によってか、または皮膚か
らウエハ（１）を取り外すことのないパウチ（２）の脱離および交換を可能とするカップ
リング手段によって取り付けられている。裏引き層の皮膚に面する表面上には、塩の粒子
（５）を含む接着剤の層があり、またこの層の皮膚に面する表面は、皮膚に取り付けるた
めに低吸収性接着剤（４）の層が与えられている。このウエハには、ストーマのような身
体の開口に適合するように、中央の開口部（６）が与えられている。この接着剤表面には
更に、剥離ライナー（示されてはいない）が与えられていてもよく、適用の前に取り外さ
れる。
【実施例】
【００９７】
物質および方法
水蒸気透過速度（ＭＶＴＲ）の測定
　ＭＶＴＲを、反転（inverted）カップ法を用いて、２４時間に亘り、平方メータ当たり
のグラム（ｇ／ｍ２）で測定した。水および水蒸気不透過性であり、また開口部を有する
容器またはカップを用いた。２０ｍＬの生理食塩水（脱塩水中に０．９％のＮａＣｌ）を
容器中に置き、そして開口部を膜シートの形態の試験接着剤で封止した。この容器を、複
製とともに、電気加熱湿潤キャビネット中に放置し、そしてこの容器もしくはカップを、
上下逆さまに置き、水が接着剤と接触するようにした。このキャビネットを３７℃、およ
び１５％の相対湿度（ＲＨ）に維持した。約１時間後に、この容器は周囲と平衡にあると
考えられ、そして秤量した。最初の秤量の２４時間後に、この容器を再度秤量した。質量
の差は、接着剤膜を通して透過した蒸気の消散によるものである。この差を、水蒸気透過
速度またはＭＶＴＲの計算に用いた。このＭＶＴＲはカップの開口部の面積で割り算した
２４時間後の質量損失として計算した（ｇ／ｍ２／２４時間）。物質のＭＶＴＲは、その
物質の厚さの一次関数である。従って、物質を特徴付けるためにＭＶＴＲを報告する場合
には、ＭＶＴＲが報告される物質の厚さを報告することが重要である。我々は、１５０μ
ｍを対照として用いたし、また全てのＭＶＴＲ測定は、この厚さのポリマーフィルムで実
施しなければならない。
【００９８】
吸水率の測定
　１×２５×２５ｍｍ３の接着剤片を、両面接着剤を用いてガラス片上に固定し、そして
この構成物を３７℃の生理食塩水中（脱塩水中に０．９％のＮａＣｌ）に浸漬した。２時
間後にこの試料を取り出し、そして液を落として乾燥させ（dripped dry）そして秤量し
た。質量の変化を記録し、そして質量増加としてｇ／ｃｍ２で報告した。あるいは、質量
の変化を記録し、そして質量増加として接着剤の当初の乾燥質量のパーセントで報告した
。
【００９９】
裏引き層の柔軟性の測定
　接着ウエハの柔軟性の測定のために、標準ＩＳＯ５２７－１からの試験指針を用いた。
しかしながら、ＩＳＯ５２７－１中で定義されているパラメータは、造瘻装具用の関連す
るパラメータを正確に表現するにはそれ自身十分ではない。造瘻装具は腹の上、皮膚の上
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に置かれ、それは２０％を超えて容易に変形する。柔軟な裏引きを備えた柔軟な接着ウエ
ハの関連する変形はこれと同じ大きさであり、従って、我々は接着ウエハの柔軟性（弾性
率）を、２０％変形における、初期の試料の幅で割り算したニュートンでの力として定義
した。我々は、ＩＳＯ５２７－２の図１に示されたものと同じ、「犬の骨（dog-bone）」
試験片を用いたが、しかしながら、一部の接着ウエハはＩＳＯ５２７－１で試験するには
小さ過ぎるという事実に対応するように異なる寸法である。我々は、ＩＳＯ５２７－２の
図１からの試料に対応する試験試料を用いたが、しかしながら、狭い部分の幅ｂ１は４ｍ
ｍであり、またゲージ長さＬ０は１０ｍｍであった。相対変形εは、ＩＳＯ５２７－１に
記載されているように、初期の長さＬ０で割り算した絶対変形ΔＬとして計算した。変形
速度は１ｍｍ／秒に設定した。大抵の膜は等方性であるという事実に対応するように、試
料は最も柔軟な方向で測定した。得られた値は３回以上の測定結果の平均である。
【０１００】
Ｇ*の測定
　「ポリマー液の動力学（Dynamics of polymeric liquids）」、第１巻、第２版、１９
８７年、バード、アームストロングおよびハサガー（Bird, Armstrong and Hassager）、
ジョンウィリーアンドサンズ社（John Wiley and Sons Inc.）中で定義されているパラメ
ータＧ*または複素弾性率を、接着剤の硬度の尺度として用いた。３２℃および０．０１
ＨｚでのＧ*を以下のように測定した。非発泡の接着剤物質の板を圧縮して１ｍｍ厚の板
にした。直径が２５ｍｍの円形試料を切り出し、そしてサーモエレクトロン（Thermo Ele
ctron）のレオストレス（RheoStress）ＲＳ６００レオメータ（rheometer）中に放置した
。適用された形状は２５ｍｍの平行板であり、また変形は、測定が線形領域中であること
を確実にするために１％に固定した。測定は３２℃で実施した。
【０１０１】
　下記の物質を、本発明による柔軟な弾性接着ゲル収集装具を調製するのに用いた。
　ＡＣＸ００３：カネカのアリル末端ポリエーテル（ポリプロピレンオキシド）、粘度１
６Ｐａ・ｓ
　触媒：Ｐｔ－ＶＴＳ。Ｐｔ－ＶＴＳは、ＩＰＡ中のＰｔ－ジビニルテトラメチルジシロ
キサン（Ｐｔ３．０質量％）。
　ＣＲ６００：カネカから入手可能なポリアルキル水素シロキサン硬化剤
　ＮａＣｌ：塩、シグマアルドリッチ（Sigama Aldrich）の９９．９％ＮａＣｌ
　ポリウレタン膜：スキャパ（Scapa）のビオフレックス（Bioflex）１３０、２５μｍ
　ダウ（DOW）の収集装具用バリアー膜、サラネックス（Saranex）６５０
　超吸収剤：ビーエイエスエフ（BASF）のルカソルブ（Luquasorb）
【０１０２】
実施例１
　１００ｇの接着剤基剤を、ポリマーＡＣ００３、架橋剤ＣＲ６００および触媒を、表１
に与えた比率（質量／質量）で混合することによって生成した。
【０１０３】
【表１】

【０１０４】
　連続した接着剤相が８０質量％、また吸収性の不連続相が２０質量％になるように、２
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５ｇの超吸収剤を接着剤中に混合した。約１０ｇの液体予備混合物を、ポリウレタン膜で
被覆された、１００ｍｍの直径で、また１ｍｍ厚の型上に注ぐことによって、柔軟な弾性
接着ウエハを生成した。過剰の液体混合物を掻き取ることによって取り除いた。剥離可能
な保護膜を液体接着剤混合物の上に適用し、そして全ての内容物を備えた型を、硬化のた
めに加熱炉中に１時間、１００℃で放置した。硬化の後に、接着ウエハを直径９９ｍｍに
打ち抜き、またパウチを形成するバリアー膜を慣用の方法（２秒間、４バール、１６０℃
）によって接着ウエハに熱溶着して、本発明による収集装具を与えた。完全な溶着を得る
ために、バリアー膜とポリウレタン裏引き層とに相溶性のある環を、溶着の前に、バリア
ー膜と接着ウエハの裏引き層の間に配置した。
【０１０５】
実施例２
　１００ｇの接着剤基剤を、ポリマーＡＣ００３、架橋剤ＣＲ６００および触媒を表１に
与えた比率で混合することによって生成した。１０ｇのこの混合物を、掻き取り（scrapi
ng）によって１００μｍの厚さに、剥離ライナー上に分配し、そしてこの膜をオーブン中
で１０分間、１００℃で硬化させた。連続する接着剤相が８０質量％、また不連続の吸収
性塩の相が２０質量％となるように、１２．５ｇの塩を５０ｇの接着剤混合物中に加えた
。約１０ｇの液体混合物を、ポリウレタン膜で被覆された、１００ｍｍの直径で、また０
．９ｍｍ厚の型上に注ぐことによって、柔軟な弾性接着ウエハを生成した。過剰の液体接
着剤混合物を掻き取ることによって取り除いた。次いで、硬化した１００μｍの接着剤層
を、塩を含む液体混合物の上に配置し、そしてこの構成物を１００℃で６０分間硬化させ
、そして収集装具に加工した（実施例１におけるように）。このようにして、この接着ウ
エハは、１００μｍの非吸収性の皮膚に面する層、柔軟な裏引き層およびその間に２０質
量％の塩を含む吸収性層を備えた積層構造であった。
【０１０６】
　G*、水吸収性、ＭＶＴＲおよび柔軟性を上記のように測定した。その結果を表２中に示
した。
【０１０７】
【表２】
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